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 「GIGA スクール構想」がスタートして１年、現在の状況はどうだろうか。21

年度には一度も学校一斉休業が行われなかつたこともあり、オンライン授業に

ついては、感染が広がり学級閉鎖や臨時休校となった。一部の学校以外だと、さ

ほど実施される状況にはなかった。そのため、せっかく完備された PC も、活用

されないままになっている例も少なくない。使われずに埃をかぶっている学校

さえあると聞くと、もったいないと思ってしまう。ただ、あまりにも急激に導入

されたために、学校現場が PC の使い方を十分に掌握できていないことも原因

の一つだろう。 

PC を使えば、それだけで画期的に違う形の授業にならなければならないとの

思い込みがあり、その当てがないために、PC を使っての授業に踏み切れない場

合が多いのではないか。そんなに難しく考える必要はないのである。第一、オン

ライン授業の場合でも、子どもたちが自宅の机の上で使うのは紙の教科書とノ

ートであることがほとんどだ。PC は、学校の教室にいる教師と、自宅にいる子

どもたちとの間をつなぐ道具として使われる。互いの顔を画面上で見てコミュ

ニケーションを取るための役割が、最も大きいだろう。 

子どもたちにデジタル機能を自由自在に駆使する術を身に着けさせられるだ

けの高度な能力を持った教師ならともかく、大多数の教師には、結局のところ紙

の教科書を少しだけ便利にしたというくらいの使用法しか期待できない。では、

PC を使っていくことにさしたる意味はないのか？ そうではない。教科書とし

てではなく、その内容をさらに深く調べたり考察したりする「主体的、対話的で

深い学び」すなわち、今最も重要とされる探究型学習を行うための道具として

は、絶大な力を発揮するのだ。教科書とノートはそのままでいい。教科書に記載

された基礎的知識を基に、発展的な学習へと進めていくには、PC の中、そしてネ

ットでつながる膨大な情報を利用するのが一番である。 

そう、PC は教科書の代わりでなく、図書館の代わりや専門家の代わりになって、子ども

たちに考えるヒント、調べる材料、さらには学び方の手引きにまでなっていく。机の上

に、教科書、ノー卜、PC をそろえて、それぞれの役割を果たしてもらうのが、最も効率

的な使用法ではないだろうか。PC を存分に使った探究型学習が、GIGA スク I ルによっ

て広がっていくことを大いに期待したい。また、小中学校だけでなく、高校にも一人一台

の PC が普及しつつある。20 年度からの小学校、21 年度からの中学校、そして今年度か

らは高校でも、新しい学習指導要領による新しい教育が始まる。その合言葉、「探究の

力」を日本の子どもたちにしっかり定着させていくことが、この社会の未来のために欠
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